重点地区配慮状況（建築物の建築等）

旧東海道品川宿地区C地区の景観形成基準に対する措置状況説明書（建築物の建築等）
	当該行為における景観形成に関する考え方

	記載欄

	 (1) 配置
	

	
	敷地内や隣接地に景観資源がある場合は、これを活かした建築物の配置とする。
 記載欄
	

	
	
	

	
	
	

	 (2) 高さ・規模
	

	
	旧東海道からの見え方を検討し、高さは、周辺の建築物との調和を図る。
 記載欄
	

	 (3) 形態・意匠・色彩
	

	
	 形態・意匠は周辺建築物等との調和を図り落ち着いたものとする。
 記載欄
	

	
	色彩は、別表１の色彩基準に適合するとともに、周辺との調和を図る。
 記載欄
	

	
	
	

	
	
	

	 (4)外構等
	

	
	鉢植え、フラワーポットなどによる緑化に努める。
 記載欄

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　上記以外で特に景観に配慮した事項
	
	


